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【連携した結果に対する意見または評価】

価格や、商品規格の提案など臨機応変な対応だった。

アスタネの椎茸のような柔らかいものはなかなかないので今後も利用したい。

【今後の連携強化に向けた課題】

事業所名 アスタネ

住　所 埼玉県さいたま市桜区西堀8丁目3-15-1

1116506559

齋藤功一

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所番号

管理者名

連携先企業名 社会福祉法人 もくせい福祉会てづくり厨くりやふぁくとりー 担当者名 小澤奈津子

令和5年度電話番号 050-3645-0686

地域連携活動の概要

対象年度

連携先の企業等の意見または評価

特に課題はないが、今後直売に出ている椎茸の内容（粒のそろったものなど）を教えてもらえる時があ

れば、より活用できるので、情報共有を強化したい

自分たちの生産物が、お弁当として新たな商品になり、多く

のお客様に手を取っていただく機会になった。

実際に利用者自身でお弁当を購入できるため、自分の仕事の

「その先」を体験できる機会となった。

さらに、アスタネを利用したことがない近所のお客様への広

報にもなった。

【活動場所】　てづくり厨ふぁくとりー

【実施日程】　2023年7月7日等

【連携期間】2023年7月～2023年3月　約月に1回程度購入。2024年度も継続予定

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

近隣のB型支援事業所てづくり厨ふぁくとりー様が販売している手づくり弁当の具材とし

て、アスタネの椎茸を使用していただいた。

アスタネが扱いやすい具材を提供する代わりに、アスタネが開催しているしいたけ狩りの

チラシを店頭に置いていただいた。反対にてづくり厨ふぁくとりー様が参加したマルシェ

のチラシをアスタネの直売店頭に掲示した。

さらにアスタネの椎茸を使ったお弁当は、二事業所のInstagramでも写真や動画で宣伝

し、広報の連携も行っている。

【地域連携活動のねらい】

地域の継続支援事業所とつながり、双方の生産活動を促進する。

【地域にとってのメリット】

地域の障害者の生産活動の活性化・地域の食材を使ったお弁当を地域の方に楽しん

でいただく

【対象者にとってのメリット】

自分たちの生産物の交流、活動の地域への広報

様式１


